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1月号 

都跡公民館だより 

[令和３年度 NO.10] 

発行：（公財）奈良市生涯学習財団 
都 跡 公 民 館 

〒630-8032 奈良市五条町 204-1 
TEL / FAX：0742(34)5954 

http://manabunara.jp/ 

miato@manabunara.jp 
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奈良市生涯学習支援サイト http://manabunara.jp 
「公民館だよりバックナンバー」など都跡公民館のページを見てね！ 

 

 

★感染予防対策を講じた上で開催します。 

また感染拡大状況によっては、中止の場合があります。 

今年もみなさまにとって、素敵な一年になりますように！！ 

さて先日、私が受講している回想法のオンライン講座の中で、「自分の良いところ

を、20 個書き出す」という宿題が出ました。一つや二つならともかく、20 個ともな

ると困りました。そこで、実家に行った時に、母にも考えてもらうことにしました。

二人であれこれと思いつくままに書いていきますが、すぐに鉛筆を持つ手は、止まっ

てしまいます。そのうち母は、「美人って書いとき～」という始末。「そんなウソ書け

へんわ。」という私に、「そんなことない。あんた美人やで！」と真顔で言うのです。

他にも一つ思いつくごとに、褒めてくれます。なんだか照れるし、悪い気はしませ

ん。それにしても、母に褒められるなんて、いつ以来でしょう・・・？さすがに「美

人」は書かずに、どうにかこうにか 20 個並べて講座に臨みました。 

 講座では、良いところを一つ選んで、画面の向こうの相手に伝えます。相手はそれ

を、褒めてくれます。ただ褒めるのではなく、オーバーに褒めちぎってくれます。次

に交代して、私が相手の良いところを褒めちぎるということを繰り返す練習です。私

が「好き嫌いがない」をあげた時、相手の方は「それは素晴らしい！好き嫌いがなく

て何でも食べるってことは、お元気なんですね。周りの人もお喜びですね。」と言っ

てくれました。普段の生活では、なかなか面と向かって、褒められることがありませ

んが、こうやって褒めてもらうと、なんだか嬉しくなってくるものです。特に自分が

思ってもいないようなことまで関連付けて、上手に褒めてもらうと自信ややる気も

出てきます。自己肯定感の高まりを実感した瞬間でした。 

年齢を問わず、互いを認め、尊重し合える社会の実現は、みんなの願いです。 

みんなで褒め上手、褒められ上手で自己肯定感を高めていきましょう。 

今年もよろしくお願いします。 

 

 

令和４年１月 22 日（土）16 時～19 時 30 分 

 ふれあいコンサートと若草山焼き行事の鑑賞会 

若草山が一望できる、都跡公民館ならではのイベントです！ 

若草山焼きの日は、都跡公民館へ Let’s go! 

明けまして おめでとうございます！ 

まってしまいます。そのうち母は、「美人って書いとき～」という始末。「そんなウソ書けへんわ」

という私に、「そんなことない、あんた美人やで！」と真顔で言うのです。他にも一つ思いつくごと

に、褒めてくれます。照れるけれど、悪い気はしません。それにしても、母に褒められるなんて、

いつ以来でしょう…？さすがに「美人」は書かずに、どうにかこうにか 20 個並べて講座に臨みま

した。講座では、良いところを一つ選んで、パソコン画面に映る相手に伝えます。相手はそれを、

褒めます。ただ褒めるのではなく、オーバーに褒めちぎってくれます。次に、私が相手の良いとこ

ろを褒めちぎるということを繰り返す練習です。私が「好き嫌いがない」をあげた時、相手の方は

「素晴らしい！好き嫌いがなくて何でも食べるってことは、お元気なんですね。とても上手に育て

てもらったのですね。」と言ってくれました。普段の生活では、なかなか面と向かって、褒められる

ことはありませんが、こうやって褒めてもらうと、なんだか嬉しくなってきます。特に自分が思っ

てもいないようなことまで関連付けて、上手に褒めてもらうと自信ややる気も出てきます。自己肯

定感の高まりを実感し、母にも講座の相手にも感謝の気持ちが芽生えていきました。 

互いを認め、尊重し合える社会の実現は、みんなの願いです。そのためにも、みんなで褒め上手、

褒められ上手になって、共に歩んでいきましょう！今年もよろしくお願いします。（館長 大谷華代子） 

 

 

スタンプも私を褒め
てくれます（笑） 

ふれあいコンサート  
16 時から 17 時 30 分頃 ＊開場は 15 時 30 分予定 

① 南京玉すだれ（南京玉すだれ都跡教室） 

② 日本舞踊（こうさぎの会） 

③ 琴（和楽アンサンブル） 

④ 尺八（演歌尺八かがり火） 

⑤ 民謡太鼓（三笠会） 

山焼き行事の鑑賞会 
18 時頃～ 

＊19 時 30 分までお部屋を開放します。 
・都跡公民館設立のお話ほか 

・若草山焼き行事を眺める 

※感染予防のため、入室の人数制限（約 25 人）をします。※当日、開始 2 時間前に奈良市に気象警報が発令さ

れている場合は中止。また雨天等で山焼きが中止・順延になった場合は、鑑賞会のみ中止。 

☆どちらも上靴、水分補給用の飲料ご持参ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

◇公民館 1月の行事予定◇ 
※感染症の発生、拡大状況によっては、中止・延期になる場合があります。 

13 日 みあと高齢者学級⑤ 

15 日 都跡健康体操 9:30~10:30 参加費\100‐ 

なかよし文庫 10:00~15:30 

16 日 みあときっずチャレンジ隊⑧ 

19 日 みあと子育てサロン♪にこにこ広場♪ 

     10:00~12:00 ※申込不要、人数制限有 

     移動図書館 13:45~14:30 

22 日 都跡で望む山焼き ※申込不要、人数制限有 

※公民館にお越しの際は、検温（37.5 度以下）および体調チェックの上、マスクを着用し、上靴、
水分補給用飲み物持参でお願いします。体調がすぐれない場合のご来館はご遠慮ください。 

 

◆図書の紹介◆ ※公民館図書室の本です。 

「トラのじゅうたんになりたかったトラ」 
（文・絵/ジェラルド・ローズ 訳/ふしみみさを 出版/岩波書店） 

年末年始の 12/27（月）～1/5（水）は、休館日となり、門が閉まっています。 

ペットボトル・空き缶・発泡トレーのリサイクルごみの持ち込みはできません。 

くれぐれもご注意くださいますよう、ご協力お願いいたします。  

 

としをとり、えものがとれなく
なって、ほねとかわばかりにやせ
たトラ。そのトラが、「トラのじゅ
うたんになりたかった」って一体
どういうことでしょう？ 
はらはらしたり、クスッと笑った
り…。トラと一緒に幸せな気持ち
になれる一冊です。 

◇休館日のご案内◇ 
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し
、
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い
年
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始
、
改
め
て
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の
用
心
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。 

   

た
め
に
力
を
尽
く
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま

す
。 

消
防
記
念
碑
は
、
水
原
氏
ら
の
功
績
を
後
世
に

伝
え
、
こ
れ
を
「
煙
窓
の
銘
」、
つ
ま
り
火
の
元

の
用
心
の
戒
め
と
す
る
た
め
に
と
、
大
正
十
（
一

九
二
一
）
年
六
月
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
篆
書

に
よ
る
題
字
と
格
調
高
い
文
章
は
、
現
・
天
理

市
出
身
の
高
名
な
儒
学
者
で
あ
っ
た
越
智
宣
哲

先
生
（
一
八
六
七 

一
九
四
一
。
碑
文
に
あ
る

「
黄
華
」
は
号
）
に
よ
る
も
の
で
す
。
先
生
が

開
か
れ
た
漢
学
の
私
塾
「
正
気
書
院
」（
現
在
の

奈
良
女
子
高
等
学
校
の
前
身
）
は
、
当
時
、
な

ら
ま
ち
の
男
子
中
等
教
育
の
た
め
の
私
立
学
校

と
し
て
発
展
し
て
い
ま
し
た
。 

消
防
組
は
、
昭
和
十
四(

一
九
三
九)

年
に
時
局

柄
、
全
国
一
斉
に
防
護
団
と
統
合
し
て
警
防
団

と
な
り
、
戦
後
の
昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）

年
、
消
防
組
織
法
の
公
布
に
伴
っ
て
「
消
防
団

都
跡
分
団
」
と
し
て
再
出
発
し
ま
し
た
。 

建
碑
か
ら
百
年
、
消
防
組
、
警
防
団
、
消
防
団

と
地
域
を
守
っ
て
来
ら
れ
た
方
々
の
ご
苦
労
に

感
謝
し
、
慌
た
だ
し
い
年
末
年
始
、
改
め
て
火

の
用
心
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。 

（
ふ
る
さ
と
「
都
跡
」
を
語
ろ
う
会 

 

濱
本
宏
美
） 

＊資料掲載などはこちら 
ふるさと「都跡」を語ろう会 

http://miato.seesaa.net/ 
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優良公民館表彰の決定！ 
都跡公民館は、この度第74回優良公民館表彰の受賞が

決定しました。詳しくは 2 月号でお知らせします。 

― 


